
社員の健康増進と安全（健康）

リスク​

● �国全体の医療費負担の
増加に伴う健保財政の
ひっ迫

● �高年齢化による疾患や​
メンタルヘルス課題を​
抱える社員の増加と​
休業者の増加​
（アブセンティズム）

● �不定愁訴により十分な​
パフォーマンスを発揮​
できない社員の増加​
（プレゼンティズム）

● �健康施策への投資見直し
による経費削減

● �特保対象者の低減による
コスト削減

● �生活習慣病重症者の低減
による医療費低減

戦略

健
康
全
体

① �健康的な​
風土づくり

こ
こ
ろ
の
健
康

② �組織や人との​
つながりを重視した​
支援によるメンタル
ヘルスの向上

か
ら
だ
の
健
康

③ �自律的な​
セルフケアの推進

④ �産業保健基盤​
活動

社
会
の
健
康

⑤ �好事例の​
社外展開

花王グループ健康の日 ①

トップメッセージ ①

健康宣言 ①

ストレスチェック ②

ラインケア研修 ②

こころのウエルネスセミナー ②

減量チャレンジ ③

禁煙支援 ③

女性の健康 ③

有害因子と社員の健康リスク​
マネジメント ④

社員とその家族、​
社会の健康づくり支援 ⑤

健康の日コンソーシアム ⑤

指標 目標 実績（2025年）

社員エンゲージメントサーベイにおける​
“社員活力度”に関するスコア （満点: 100）①

70
2030年 62

GENKI率※ （ストレスチェック 3項目の肯定
的回答） ①②③④​
※�GENKI率：就業環境や働き方にかかわらず、活気があり、
元気いっぱいで、いきいきと働く社員の率。

80.0%
2025年 80.1%

高ストレス者率（男性） ②④ 8.6%
2025年 9.3％

高ストレス者率（女性） ②④ 7.7%
2025年 9.2％

喫煙率（男性） ③ 21%
2025年 23.6％

喫煙率（女性） ③ 13%
2025年 13.7％

BMI25以上率（男性） ③④ 26%
2025年 28.5％

BMI25以上率（女性） ③④ 14%
2025年 18.4％

平均長期休業日数 （日 /人） ④​
※ 日本から開始

105日
2030年 236日

長期休業者率 （千人率） ④​
※ 日本から開始

12.0
2030年 25.2

社外への健康価値啓発 ⑤ － 85万件

機会

● �ヘルスケア意識の高い
社員の増加による、生活
習慣病やロコモティブシ
ンドロームなどの健康リ
スクの最小化

● �高年齢世代や女性への
働きかけによる、健康課
題の特定と、課題に応じ
た対応策の展開

● �自社のヘルスケア知見の
活用による、対象者の課題
に応じたヘルスケア支援

● �社員やその家族、​
協力会社、社会の健康で​
心豊かな暮らしへの貢献

● �社外への健康価値啓発　

● �社内外への健康価値提供　

健康な「こころ」と「からだ」があってこそ、社員はその能力を最大限に発揮し、成長することができます。花王は社員の健康増進活動を
積極的に支援し、花王グループの継続的な成長を支える「社員活力の最大化」に向け、健康経営を推進しています。

※ 指標と目標、取り組みの末尾の番号は戦略番号を示しております。

リスク

機会

戦略 取り組み 財務インパクト

環境・社会インパクト

指標と目標　実績

GRI 403-6
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 戦略​
花王グループの継続的な成長を支える「社員活力の最大化」の実現に向け、その基盤となる
活動として健康経営を推進しています。「花王グループ健康宣言」により健康経営方針を社内外
に示すとともに、その実現に向けて「健康中期計画」を策定し、健康経営戦略MAPに基づく産
業保健活動を推進しています。また、毎年「健康白書」をとりまとめ、自らの活動の振り返りを行
い、施策の改善に活かしています。

花王グループ健康宣言
健康宣言では、社員がいきいきと健康づくりに取り組むこと、その活動を会社が積極的に支援

すること、優れた活動は社外にも展開し、社会の健康に寄与することを示しています。

戦略
事業成長と社会課題解決への貢献に向け、「社員の健康増進と安全（健康）」のリスク低減と
機会創出につながる、花王らしく、実効性のある戦略を推進しています。

 社会課題​
花王は本テーマに関する社会課題を以下のように認識しています。

 リスクと機会​
そのような社会背景の中、花王が本テーマにおいて特定した主要なリスクと機会は以下のと
おりです。

● �高齢化による社会活力の低下、および国民の医療費負担の増加
● �就労年齢の引き上げと女性の社会進出による職場環境支援の多様化
● �少子化に伴う育児支援、社会全体での子育て支援の必要性の高まり

リスク
● �国全体の医療費負担の増加に伴う健保財政のひっ迫
● �高年齢化による疾患やメンタルヘルス課題を抱える社員の増加と休業者の増加（アブ
センティズム）

● 不定愁訴により十分なパフォーマンスを発揮できない社員の増加（プレゼンティズム）

機会
● ��ヘルスケア意識の高い社員の増加による、生活習慣病やロコモティブシンドロームなど
の健康リスクの最小化

● ��高年齢世代や女性への働きかけによる、健康課題の特定と、課題に応じた対応策の展開
● ��自社のヘルスケア知見の活用による、対象者の課題に応じたヘルスケア支援

花王グループ健康宣言
私たちは、日々いきいきと健康づくりに取り組むとともに

社内外のエビデンスに基づいた確かなヘルスケアを
社員・家族だけでなく地域・職域・生活者のみなさまへ展開し

すこやかで心豊かな暮らしをともに実現していきます。

Well-being
一人ひとりのより
よい状態へ

研究・解析　健康基礎情報

地域・職域

生活者

社員と家族

商品 ソリューション

暮らしの中で解決する健康づくり
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健康経営戦略MAP
健康経営戦略MAPは、健康宣言および「社員活力の最大化」のベースとなる健康支援活動のつながりを示したものです。

からだ

こころ

周囲のサポート

利用率
参加率

組織・職場・上司・同僚​
からの

サポートを感じている
人率の増加

引き上げる力
ワークエンゲージメント

の改善
GENKI率の改善

支える力
高ストレス者率の低下
健診有所見率の低下
身体有症状者率の低下

社員活力の量
健康関連の離職率低下
アブセンティーズムの低減

社員活力の質
プレゼンティーイズムの

低減
医療費の適正化

社員活力の最大化

健康投資 社員の意識変容・
行動変容に関する指標施策の指標 健康関連の最終的な目標指標 健康経営で解決したい

経営課題

相談窓口の充実組織

有害要因管理・感染症対策・長時間労働対策基盤活動

職場環境改善健康関連以外の投資

ストレスチェック集団分析活用・事後フォロー職場

管理職研修の実施上司

周囲のサポート

受診率
利用率
参加率

適切な治療を受けている
人率の増加

がん検診の推奨/二次検査勧奨

高リスク者向け健診前フォロー/特定保健指導の実施

相談窓口の充実

セルフケアへのサポート

利用率
参加率
閲覧率

食事・運動・休息の​
生活習慣における

行動変容ステージが
実行期・維持期の

人率の増加

スマート和食の普及／生活習慣測定会の実施食事

運動習慣・活動量UP促進イベントの実施とツール普及運動

睡眠・休息習慣改善イベントの実施休息

セルフケアセミナーの実施／GENKI Webの活用

治療と仕事の両立支援の制度整備

治療と仕事の両立が 
できている人率の増加

健康投資効果
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① 健康的な風土づくり
中期経営計画「K27」における「社員活力の最大化」実現のため、健康的な職場風土を醸成

する。

② 組織や人とのつながりを重視した支援によるメンタルヘルスの向上
メンタルヘルスの向上に向け、社員が自身や仲間の変化に気づき、早期に対応できる力を養
成するとともに、組織全体で支え合う文化を醸成する。

③ 自律的なセルフケアの推進
食事、運動、休息の3つの柱を中心とする、社員の関心や意欲を高める健康増進プログラム

の開発・展開により、社員の自律的な健康維持・増進を支援する。

④ 産業保健基盤活動
定期健診の受診率向上や疾病予防活動に加え、疾病を抱える社員が仕事と治療を両立できる
支援体制を整備する。健康管理、予防にとどまらず、健康増進から治療支援まで、多面的な社
員サポートを実施し、健康面での課題を抱える社員でも安心して長期的に活躍できる職場を実
現する。

⑤ 好事例の社外展開
自社の取り組みの好事例は、「健康の日コンソーシアム」などを通じて社外に広く伝達し、社
会および生活者の健康増進に寄与する。

健康白書
年間の健康経営活動について、実施内容や成果を整理・可視化した「健康白書」を作成し、

取り組みの振り返りを行っています。

戦略の実践により生み出されるインパクト
前述の戦略により、次のような財務インパクトや環境・社会インパクトを生み出すことができ

ると考えています。

関連する取り組み: P284  社員と社会の健康を育む「花王グループ健康の日」

関連する取り組み: P287  女性の健康を支える取り組み

関連する取り組み: P285  こころの健康を支える取り組み

関連する取り組み: �P286  生活習慣改善への取り組み、P288  社員とその家族の健康づくり支援

関連する取り組み: �P284  社員と社会の健康を育む「花王グループ健康の日」、P288  社員とその家族の健康づくり支援

戦略のレジリエンス
花王は、社員のセルフヘルスケア意識を高め、心身の不調に際し自律的に行動できる社員の
育成に努めます。また、積極的に健康維持増進に努める社員を会社として全面的に応援します。
健診から治療支援までを包括的にサポートする体制や産業保健基盤の強化により、社員の活力
を維持し、組織全体の安定性を確保します。これにより、リスクが顕在化しても事業を安定的に
継続し、新たな成長機会に対応できる企業であり続けます。

財務インパクト
● 健康施策への投資見直しによる経費削減
● 特保対象者の低減によるコスト削減
● 生活習慣病重症者の低減による医療費低減

環境・社会インパクト​
● 社員やその家族、協力会社、社会の健康で心豊かな暮らしへの貢献
● 社外への健康価値啓発　約85万件
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指標と目標
戦略の実効性を高めるため、リスクや機会に関するパフォーマンス指標を設け、定期的に進
捗状況をモニタリングしています。特に重要なリスク・機会に関連する指標には目標を定め、そ
の達成状況を確認することで、PDCAサイクルを通じた改善を重ね、取り組みを着実に推進し
ます。

2030年を目標とした「社員活力度」は年々改善しております。
またKLP重点指標である「平均長期休業日数」は長期化、「長期休業者率」は、やや改善傾向
にあります。
Kao健康2025の重点目標については、「GENKI率」は女性のみ達成、男性は目標達成しませ

んでしたが、改善途上にあります。
「高ストレス者率」は目標達成とはなりませんでしたが、ベンチマークしている他社平均値より
は低く抑えられております。
「BMI25以上率」は男女ともに悪化しており、高年齢化が一つの要因とは思われるものの、さ
らなる対策が必要な状況です。
「喫煙率」は男女ともに目標達成とはなりませんでしたが、改善傾向です。
上記の状況から、今後は長期休業者支援および肥満者支援により一層注力する必要があり

ます。

 目標と進捗

Kao健康2025重点指標

KLP重点指標

※ 実績値を一部訂正のうえ千人率表記に修正

戦略 指標
実績 中長期目標

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

①
社員エンゲージメント​
サーベイにおける“社員活力度”に
関するスコア（満点スコア：100）

ー ー 59 61 62 70 2030

戦略 指標
実績 目標

20252021年 2022年 2023年 2024年 2025年

①②③
④

GENKI率（ストレスチェック活気​
3項目の肯定的回答）（男性） 77.8% 76.6% 78.2% 78.0% 79.0% 80.0%

①②③
④

GENKI率（ストレスチェック活気​
3項目の肯定的回答）（女性） 77.2% 78.1% 79.3% 80.5% 81.0% 80.0%

②④ 高ストレス者率（男性） 9.5% 10.2% 9.6% 10.0% 9.3% 8.6%

②④ 高ストレス者率（女性） 8.5% 9.2% 8.5% 9.1% 9.2% 7.7%

③④ BMI25以上率（男性） 27.3% 27.6% 27.4% 27.9% 28.5％ 26.0%

③④ BMI25以上率（女性） 15.0% 14.7% 15.5% 16.4% 18.4％ 14.0%

③④ 喫煙率（男性） 24.8% 27.6% 27.4% 27.9% 23.6％ 21.0%

③④ 喫煙率（女性） 15.0% 14.7% 15.5% 16.4% 13.7％ 13.0%

戦略 指標
実績 中長期目標

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

①②③
④⑤

平均長期休業日数 （日 / 人） ​
※ 日本から開始 197日 182日 195日 220日 236日 105日 2030

①②③
④⑤

長期休業者率（千人率） ​
※ 日本から開始 23.2※ 28.7※ 25.6※ 27.2※ 25.2 12.0 2030
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国内花王グループ社員の主な健康指標

健康経営戦略マップにおける最終的な健康指標

各数値の算出方法
・�GENKI率：ストレスチェックの活気項目「活気がわいてくる」「元気がいっぱいだ」「生き生きする」という問いに対する各回答を得点化（「ほ
とんどいつもあった」4点、「しばしばあった」3点、「ときどきあった」2点、「ほとんどなかった」1点）3問の平均得点が2点以上に該当する
社員の人数を全回答社員数で除した値
・�ワークエンゲージメント：ストレスチェックのワークエンゲージ項目「仕事をしていると、活力がみなぎるように感じる 」「自分の仕事に誇
りを感じる」という問いに対する各回答を得点化（「そうだ」4点、「まあそうだ」3点、「ややちがう」2点、「ちがう」1点）、2問の合計得点が
5点以上に該当する社員の人数を全回答社員数で除した値
・�アブセンティーズム：「過去12カ月の間に病気や健康上の理由で、合計何日休みましたか？」という問いにおいて、8日以上と回答した社
員数を全回答社員数で除した値
・�プレゼンティーズム：「心身共に不調がないベストな状態の時に発揮できるあなたの仕事のパフォーマンスを100とした時、最近1カ月間
のあなたの仕事のパフォーマンスはどのくらいですか。0～100までの数値でお答えください。」という問いに対する回答において、全回答
社員の平均値を100から引いた値　※ 2024年度より、SPQ（東大1項目版）準拠に変更　「病気やけががないときに発揮できる仕事の出
来を100%として過去4週間の自身の仕事を評価してください。」
・�仕事の満足度：ストレスチェック「仕事に満足だ」という問いに対する各回答を得点化、得点が3点以上に該当する社員の人数を全回答
社員数で除した値
・�生活の満足度：ストレスチェック「家庭生活に満足だ」という問いに対する各回答を得点化、得点が3点以上に該当する社員の人数を全
回答社員数で除した値

主な健康施策の投資額

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

定期健診受診率 100% 100% 100% 100% 100%

健診有所見者の再検査受診率 92.6% 96.0% 97.1% 97.5% 97.6%

糖尿病のハイリスク者の治療継続率 87.7% 87.1% 81.4% 83.5% 79.0%

特定保健指導実施率（40歳以上） 71.2% 75.2% 73.4% 74.8% ー

朝食抜き週3回以上の社員

男性

24.2% 24.8% 25.6% 25.2% 24.9%

1回30分以上の運動を週２回以上、
1年以上実施している社員 31.5% 32.5% 34.3% 34.8% 34.7%

歩行または同等の身体活動を1日1時間以上​
実施している社員 46.4% 49.0% 54.5% 55.0% 55.8%

睡眠で休養が十分にとれている社員 76.7% 76.7% 74.5% 73.0% 73.3%

たばこを吸っている社員 24.8% 24.8% 24.7% 23.9% 23.6%

毎日飲酒している社員 ー ー ー 17.4% 16.4%

BMI25以上の社員 27.3% 27.6% 27.4% 27.9% 28.5%

生活習慣改善に取り組んでいる社員 28.3% 28.8% 29.0% 28.8% 29.6%

メタボリックシンドローム該当予備軍
（35歳以上） 33.8% 33.0% 33.2% 32.3% 32.4%

特定保健指導対象者（40歳以上） 18.9% 18.2% 17.6% 17.4% 17.2%

朝食抜き週3回以上の社員

女性

23.5% 24.6% 25.2% 25.0% 24.6%

1回30分以上の運動を週２回以上、​
1年以上実施している社員 15.9% 16.1% 16.8% 16.8% 17.4%

歩行または同等の身体活動を1日1時間以上​
実施している社員 50.8% 51.7% 55.2% 55.4% 56.5%

睡眠で休養が十分にとれている社員 70.2% 68.9% 64.8% 64.5% 63.9%

たばこを吸っている社員 15.6% 15.0% 15.0% 13.6% 13.7%

毎日飲酒している社員 ー ー ー 11.6% 11.4%

BMI25以上の社員 14.7% 15.5% 16.4% 17.0% 18.4%

生活習慣改善に取り組んでいる社員 22.4% 22.9% 22.0% 22.1% 23.0%

メタボリックシンドローム該当予備軍
（35歳以上） 8.2% 8.5% 8.9% 9.1% 9.6%

特定保健指導対象者（40歳以上） 8.1% 7.8% 8.0% 8.2% 8.3%

男性 女性

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

GENKI 率 77.8 76.6 78.2 78.0 79.0 77.2 78.1 79.3 80.5 81.0

ワークエンゲージメント 69.8 66.6 67.9 68.0 70.4 74.3 72.9 74.3 74.9 76.1

アブセンティーズム 5.1 6.2 8.5 6.4 6.2 6.1 8.9 10.9 8.1 7.0

プレゼンティーズム 21.4 22.3 22.8 18.0 17.2 23.4 24.2 24.4 18.7 18.8

仕事の満足度 68.0 66.7 67.7 67.5 70.3 67.2 65.7 67.6 67.6 69.6

生活の満足度 85.5 85.8 86.3 86.4 86.3 86.4 87.2 87.1 86.7 86.7

年度 カテゴリー 件数 円（税抜）

生活習慣改善 2025年
ホコタッチ利用料 6,651,034
歩行＆内臓脂肪測定 10,998,969
スマート和食セミナー 2,615,253

GENKIWeb 2025年
食事解析 1,800,000
RenoBody 600,000
システム利用料 5,663,000

GENKIポイント 2025年
アイテム 7,282 18,126,643
ハートポケット倶楽部への寄付 1,212 121,200

各事業場・地区における費用
助成（健保組合体育奨励費） 2024年 健康づくり事業 138 7,997,000
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全社健康推進活動展開（日本）

各事業所での健康推進活動展開（日本）（イベント／セミナー／キャンペーン等）

2025年活動内容 2025年実績 2025年参加者満足度

健診前減量チャレンジ（One Month Program） 1,569人参加（-2kg達成者率 　54.2%) 80%

卒煙チャレンジ 25人参加（8人達成） ー

オンライン禁煙 7人参加 ー

「タバコについて知ってほしいこと」動画配信 408人視聴 ー

Let's健康宣言 4,009宣言 ー

Waku Waku エコWalk！チャレンジ 2,840人参加（歩く×エコ活 達成率　20 %） 78%

Gift for Your Health 1,470人参加 96%

「肩こり・腰痛」動画配信 5,443人参加 86%

女性の健康「月経について」動画配信 1,791人視聴 98%

女性の健康「更年期を学ぶ」動画配信 1,078人視聴 97%

気分リラックス＆気分リチャージ 3,981人参加 95%

「女性の健康」管理職向けeラーニング 3,472人参加 88%

年またぎWeight Keep Challenge 2359人参加（目標達成率　53.6%) 92%

オンラインスマート和食料理教室 407人参加 94%

Women’s Health News 1月　4月　7月　10月発刊 ー

GENKIもりもり通信 3報　配信 ー

2025年活動内容 2025年実績

生活習慣病関連：内臓脂肪測定、歩行測定、健康宣言、ウォーキングイベント等 94企画実施、のべ16,549人参加

禁煙：講話、卒煙チャレンジ、禁煙クイズ等 7企画実施、のべ1,311人参加		

女性：女性の健康、更年期セミナー等 9企画実施、のべ1,124人参加		

メンタルヘルス：産業医講話、睡眠セミナー、インシビリティ研修等 15企画実施、のべ1,882人参加		

シニアの健康：転倒防止セミナー、体力測定、歩行測定、熱中症対策等 7企画実施、のべ1,107人参加		

がん：産業医講話							       3企画実施、のべ871人参加		
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 管理プロセス
「社員の健康増進と安全（健康）」に向けたリスク・機会に対する取り組み状況について、
CAPDoサイクル（Check→Action→Plan→Do）により、状態を可視化し、速やかな改善アク
ションを実施しています。

Check（評価）
健康データ、各種KPI実績の評価

Action Plan（改善計画）
保健スタッフ会議およびグループ厚生会議で、活動結果に基づき必要に応じて是正策・活動

計画の更新を検討。健康中期計画に基づき重点目標設定

Do（実行）
取り組み（P284～289）をご覧ください。

ガバナンス リスク・機会管理
健康施策の方針策定は、取締役や執行役員が参加する人財企画委員会において審議・承認

され、その内容はグループ全体に共有されています。日本国内では、会社と健康保険組合が連
携し、施策を検討、立案しています。また、主要施策については、担当役員、人事責任者、社員
代表が出席するグループ厚生会議や、社員代表を含む懇談会で最終的な決定を行っています。
策定された施策の実行段階においては、各事業場や地区に配置された健康実務責任者および健
康実務担当者が中心となり、産業医や看護職と連携して推進を図っています。
さらに、海外拠点においても、日本での取り組み状況を共有しつつ、各国・地域の行政方針
に基づき健康管理を行う体制を整備しています。

組織体制

人財企画委員会（経営陣参加）

全体方針
（年1回以上）

運営施策検討
（月1回）

現場で推進

運営施策決定

健保理事会／グループ厚生研究会（健康開発推進）

保健スタッフ会議

（安全）衛生委員会／厚生委員会

健保組合会・グループ厚生会議
（健康づくり推進会議） 花王健康保険組合 健康開発推進部 労組・社員代表

花王健康保険組合 健康開発推進部
連携

各事業場・
地区 健康実務責任者 健康実務担当者 看護職産業医

社員
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 取り組み
花王では、社員の健康増進に向けたさまざまな取り組みを行っています。これらの取り組み

は、前述の戦略に基づいており、互いに連携しながら、目標の達成に向けて推進されています。
ここでは、数ある取り組みの中から代表的なものについてご紹介します。

戦略 取り組み

健康
全体 ① 健康的な風土づくり 花王グループ

健康の日 トップメッセージ 健康宣言

こころの
健康

② �組織や人とのつながりを
重視した支援による​
メンタルヘルスの向上

ストレスチェック ラインケア研修 こころのウエルネス
セミナー

からだの
健康

③ �自律的なセルフケアの​
推進

健診前減量
チャレンジ

Smoking cessation 
challenge

女性の健康

④ 産業保健基盤活動 健康づくり動画・
情報配信 管理職eラーニング 有害因子と社員の健

康リスクマネジメント

社会の
健康 ⑤好事例の社外展開 健康の日​

コンソーシアム
社員とその家族、社
会の健康づくり支援

花王は、WHO世界保健デーに合わせて4月7日を「花王グループ健康の日」と
定め、毎年、海外拠点を含む全社に向けて、その年のテーマとトップメッセージを
発信しています。この取り組みでは、社員一人ひとりの健康増進にとどまらず、社
員の家族の健康や、世界の人々の暮らしと健康を支えていくという考え方をメッ
セージとして共有しています。
2025年は、「花王グループ健康の日」にあたり、代表取締役社長執行役員 長
谷部佳宏が「健康は仕事の土台」と題した健康宣言を行い、社員および世界の
人々に向けて、健康の重要性を改めて発信しました。

日本国内では、「花王グループ健康の日」に合わせて、社員の主体的な健康づく
りを促すさまざまなイベントを開催しました。社員一人ひとりが自身の健康目標
を掲げる「健康宣言」をはじめ、歩数と事前に設定した4つのエコ活動の達成を
目指すウォーキングイベント「Waku Waku エコWalk！チャレンジ」、大切な人
の健康を願うメッセージを添えて花王製品を贈る「Gift for your Health」などの
取り組みを展開しました。
これらの活動を通じて、社員が自らの健康だけでなく、家族や身近な人の健康
についても考え、向き合う機会の創出につなげています。

社員と社会の健康を育む
「花王グループ健康の日」

地域：グローバル

対応する戦略：①②③⑤

花王グループ 健康経営のご紹介
https://www.kao.co.jp/genki/kenkoukeiei/introduction/
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健康宣言

花王では、ストレスチェックや各種メンタルヘルス研修を通じて、社員一人ひとりのこ
ころの健康を守るとともに、メンタルヘルス対応能力の向上を支援しています。

ストレスチェック
メンタルヘルス不調の未然防止を目的に、全社員を対象として毎年ストレスチェックを
実施しています。2025年度の参加率は98％となり、前年から0.7ポイント向上しました。
チェック結果に基づき、産業医や看護職による早期フォローを行うとともに、必要に応じ
て職場環境の改善にも取り組み、社員がいきいきと働ける職場環境づくりにつなげてい
ます。

メンタルヘルス研修
社員一人ひとりが自律的に健康管理を行えるよう、研修を通じた支援を行っています。

より多くの社員の受講とサポートを促すため、2025年度から一部の研修については受講
を必須としました。研修は、①「ラインケア研修」と②「こころのウェルネスセミナー（セ
ルフケア研修）」の2本柱で実施しています。

① ラインケア研修
メンタルヘルスおよびラインケアへの理解を深めることで、マネジャーとしてメンバー
や周囲のプレゼンティーズムを未然に防ぐ、または早期に発見し、より良い職場環境づく
りにつなげることを目的としています。

【ベーシックコース】

管理職としての役割理解や、メンバーへの対応方法の習得を支援しています。全管理
職を対象にeラーニングで実施しており、2025年度から受講を必須としました。2025年

健康の日コンソーシアム

花王は、職域における健康づくりの取り組みを広げていくことを目的に、企業が連携し
て活動する共同体「健康の日コンソーシアム」を結成しています。本コンソーシアムでは、
他社と協働しながら、取り組み事例の共有や健康に関する情報発信などを行っています。
2025年4月4日には、第2回「健康の日フォーラム」をリアルとオンラインを組み合わ

せたハイブリッド形式で開催し、会場参加243人、オンライン参加348人の計591人が
参加しました。
実施後のアンケートでは、「健康の日」の活動趣旨について98％の参加者が理解した

と回答しています。
花王は、こうした活動を通じて、健康経営の重要性や「健康の日」の取り組みを広く社

会に発信し、健康経営の裾野を広げることを目指しています。

こころの健康を支える取り組み
地域：日本　

対応する戦略：②

社員一人ひとりが健康目標を掲げる
「健康宣言」。リアルは全国26カ所で
展開し2,385宣言、ウェブでは1,624
宣言、計4,009の宣言が掲げられた。
（前年比104%）
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花王では、社員一人ひとりが自らの健康状態と向き合い、生活習慣の改善に主体的に
取り組めるよう、さまざまな施策を展開しています。

健診前減量チャレンジ
各自の健康診断の時期に合わせて、健診前に社員が楽しく減量に取り組むことを目
指した「健診前減量チャレンジ」を実施しています。2025年度は、「Standardコース」と
「Premiumコース」の2つのコースを設定しました。
本取り組みは、BMI25以上の花王グループ社員を対象に、健康診断前の1カ月間で
2.0kg以上の減量を目標とするもので、2025年3月から8月にかけて、各自の健診時期
に合わせて実施しました。参加者は、花王が独自に開発した2つの健康ソリューションプ
ログラムを体験しながら減量にチャレンジしました。

【Standardコース】

花王独自開発の「One Month Program」を活用し、参加者の
タイプに応じた個別アドバイスを提供しました。1,381人が参加
し、このうち450人が2.0kg以上の減量を達成しました。

【Premiumコース】

Standardコースの内容に加え、花王独自開発の専用アプリを
活用し、スマートフォンで自身の状態を撮影することで、内臓脂肪やメタボ状態を確認で
きる仕組みを取り入れました。
188人が参加し、このうち57人が2.0kg以上の減量を達成。​

2025年度の合計では、参加者1,569人のうち507人が目標を達成しました。

度は1,690人が受講し、受講率は81.9％、理解度は92.6%でした（実施後アンケート）。

【アドバンスコース】

全社イベント「対話フェス」のスペシャルイベントとして開催しました。2025年は、外
部講師（精神科医・産業医）を招き、「対話でつながり、ひろがり、ごきげんに。～大切
な人との対話。大切な自分との対話～」をテーマに実施しました。管理職を中心に951
人が参加し、メンバーや職場の仲間との対話を深め、日頃のラインケアに活かす方法や、
管理職自身のストレス対処能力の向上を図りました。

② こころのウェルネスセミナー
こころのウェルネスセミナーでは、メンタルヘルスやセルフケアへの理解を深めるこ

とで、プレゼンティーズムの未然防止と、社員一人ひとりの活力の最大化を目指してい
ます。

【こころのウェルネスセミナー（基礎）】

2025年度より受講を必須とし、全社員を対象にeラーニングで実施しました。18,074
人が受講し、受講率は79.7％、理解度は97％でした（実施後アンケート）。受講の必須
化により、多くの社員が受講し、セルフケアの基礎スキルを習得する機会の拡充につなげ
ました。

【こころのウェルネスセミナー（任意研修）】

必須研修に加え、全社員を対象に30分間の動画研修を年間4テーマ（計8回）で開
催しました。さまざまなテーマを通じて、自分に合ったストレス対処法を学ぶ機会を提供
し、社員のストレス対応力強化を支援しています。受講は任意とし、のべ3,458人が参加
しました。

生活習慣改善への取り組み
地域：日本　

対応する戦略：③
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る継続的なサポートを行っています。
また、育児支援として職場に授乳室を設けるなどの対応をしています。

② 社内情報誌『Kao Women’s News』の発行
女性の健康に関する理解促進を目的

に、産業医が執筆する社内情報誌『Kao 
Women’s News』を3カ月に1回発行
しています。さまざまなテーマを取り上
げ、社員が正しい知識を得る機会を提
供しています。

禁煙への取り組み
花王では、禁煙の促進および入煙防止に向けたさまざまな取り組みを実施しています。

① 入煙防止に関する啓発動画の配信
若年層の入煙防止と禁煙促進を目的に、入社3年以内の社員全員（1,122人）を対象

として啓発動画を配信しました。

② 喫煙者へのサポートメール配信
喫煙者3,954人を対象に、オンライン禁煙プログラムや、禁煙サポート（禁煙外来、禁

煙補助薬の費用補助）、禁煙カウンセリングなどの情報を提供しました。

③ 禁煙チャレンジイベント
世界禁煙デーを起点として、7日間の禁煙チャレンジイベントを開催しました。期間中

は看護職による応援メールを配信し、25人が参加、そのうち8人が禁煙を達成しました。

③ 管理職向けeラーニングの実施と「女性の健康」をテーマとした動画の配信
管理職を対象に、「女性の健康」に関する理解促進や役割理解、管理職としての対応
方法を学ぶeラーニングを毎年実施しています。2025年は「健康の性差」をテーマとし、
男女それぞれに特有の健康課題について学びました。
2025年は3,472人が受講し、受講率は77％と前年から11ポイント向上しました。ま

た、理解度は97％でした（実施後アンケート）。
加えて、本取り組みと同じ内容のプログラムとして、経済産業省の「女性の健康施策の
効果検証プロジェクト」にも参画しています（一部の同意者のみ）。
産業医が作成した「女性の健康」をテーマとする動画を配信しています。2025年は、

「月経」と「更年期」に関する動画を配信しています。「月経」の視聴者数は1,791人、満
足度は98%、「更年期」の視聴者数は1,078人、満足度は98%となっています（実施後
アンケート）。

花王グループでは、社員とその家族の健康づくりを積極的に推進し、またその取り組
みの好事例を社外にも広げています。

① 女性の健康相談窓口の設置
女性社員が健康に関する悩みを気軽に相談できるよう、女性の健康相談窓口を設置し

ています。メールで受け付けた相談には産業医が丁寧に回答するとともに、必要に応じ
て相談者の同意を得たうえで管轄の健康相談室と連携し、身近な産業保健スタッフによ

女性の健康を支える取り組み
地域：日本　

対応する戦略：③

『Kao Women’s News』
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● �歩行基礎力測定会実施拠点数：6事業場、2支社 
● �社内参加者数：のべ863人・ホコタッチ®社内貸し出し数：8,677人（36スポット）

スマート和食® 

花王が開発した内臓脂肪をためにくい食事法「スマート和食®」について、社員とその
家族にも周知する活動を継続しています。社員の健康づくりを日常の食事から支援する
ことを目的に、オンラインおよびリアルの料理教室を定期的に開催するとともに、社員食
堂ではスマート和食ランチを提供しています。2025年は提供数を拡充し、年間約27.7
万食を提供しました。 
2025年からは、全国の社員を対象に、抽選でこだわり野菜が当たるオンライン料理教
室にも新たに着手しました。オンライン料理教室は3回開催し、参加者はのべ192人と
その家族が参加しました。また、リアル形式の料理教室を1回開催し、40人が参加しま
した。これらの取り組みには、社外からの
参加者も27人ありました。
参加者からは、「からだに良いメニュー

についてわかりやすい解説を聞きながら
一緒につくることができ、楽しかった」「楽
しく学びながら料理することができた」と
いった好評の声が寄せられました。

歩行基礎力測定会・ホコタッチ® 
歩き方を分析して「歩行年齢」や将来の「生活機能低下リスク」を知ることができる歩
行基礎力測定会や、日々の運動習慣改善を促す花王オリジナルの歩行計「ホコタッチ®」
の貸し出しを行っています。 

花王グループでは、社員とその家族の健康づくりを積極的に推進し、またその取り組
みの好事例を社外にも広げています。

＜GENKI-wellのサービス＞
生活習慣測定サービス（生活習慣分析と内臓脂肪測定） 

生活習慣に関するアンケートと生活習慣に影響を受けやすい内臓脂肪を測定し、結果
を数値化して提示することで生活改善意識を高める取り組みです。 
● 実施拠点数：12事業所・5支社で開催 
● 社内参加者数：のべ1,607人

社員とその家族、社会の健康づくり支援
地域：日本　

対応する戦略：③⑤
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有害因子とは、化学物質や粉じん、騒音、放射線、暑熱・寒冷、病原体、作業態様（重
量物作業・振動工具など）、さらには深夜業など、社員の健康に悪影響を及ぼす可能性
のある因子を示しますが、これらの因子は、単独で影響するだけでなく、作業環境や作業
内容、作業頻度、ばく露状況と組み合わさることで、健康リスクとして顕在化します。花
王では、社員の健康支援をより強化するため、これらの情報の活用、評価に関する取り
組みをスタートし、全社横断的な検討をはじめています。これにより有害因子からのばく
露低減や健康障害の未然防止を目指してまいります。

2025年の花王USAの医療戦略は、高騰する医療保険コストの対策と、社員の健康と
多様なニーズに応える柔軟な福利厚生に重点を置きました。また、競争の激しい雇用市
場において人財を惹きつけ維持する包括的な福利厚生の必要性や、健全で意欲的な社員
が組織の成功の基盤であることを認識し、総合的なWell-beingの会社風土を育めるよ
うにしています。身体的・精神的・経済的・社会的ウェルネスを福利厚生プログラムに
統合し、公平な個人向けサポートを充実し、成長の機会を確保しています。ウェルネス施
策を中核的価値観と事業目標に整合させることで、社員満足度の向上、燃え尽き症候群
の軽減、個人と企業の両方の持続可能なパフォーマンス向上を目指しています。
 

2025年ハイライト
花王USAは包括的かつ比較的低コストの社員医療保険を提供しました。福利厚生プ

ランを通じた多様なウェルネス関連サービスの支援に加え、以下のオンサイトおよびバー
チャル・Well-being施策を実施：
● �無料のインフルエンザ予防接種
● �ComPsych社員支援プログラム
● �米州全社員向けCalmマインドフルネスアプリ
● �フィデリティ金融ウェルネスリソース
● �メットライフ任意型健康診断給付 
● �医療保険プラン対象の予防健康診断・サービス
● �ユナイテッド・ヘルスケア・ウェルネス・リワード
● �メイブンクリニック不妊治療・家族形成支援
● �社員の保険選択を支援する福利厚生説明会

有害因子と社員の健康リスクマネジメント
地域：日本　

対応する戦略：④

花王USA　社員向け医療施策
地域：米州

対応する戦略：②③④
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Jill Adler
花王 USA
VP REO, Human Capital 
Development, Americas Region

社員がより健康的な生活を
実現できるように

今日の変化が速くストレスの多い世界では、健康で充実しバランスの取れた
生活を送るために、Well-being（身体的、精神的、社会的に良好で満たされた
状態）を優先することが不可欠です。  
社員のWell-beingは、健全な組織の重要な源泉です。花王USAでは、社員

の健康とWell-beingを最優先事項にしています。
私たちは、社員とその家族がより健康的なライフスタイル、Well-beingの向
上、「Kirei Lifestyle」の実現に必要な意義ある福利厚生、方針、方策、ツール
を提供し続けることに尽力しています。
2024年に追加した不妊治療支援から、2025年に導入した新たな法律サー

ビス保障や個人情報盗難防止対策まで、多様で変化するニーズに対応する革
新的な福利厚生を提供する積極的な取り組みは社員に高く評価されています。
2025年に経済的負担が高まる中、社員は当社の社員支援プログラムとフィデ
リティ・ファイナンシャルウェルネスリソースによる包括的な支援を積極的に
活用し、その価値を高く評価しました。
医療費の高騰や柔軟性の必要性といった課題のある厳しい環境下において

も、当社は福利厚生を思慮深く見極め、社員の個人のWell-being、生産性の
向上、そして総合的な職務満足度を支える体制を維持してまいります。

社員の声

増渕 華英
栃木工場・地区SC　​
健康相談室

“いきいき働く”を応援、
メンタルヘルスサポート

社員一人ひとりがいきいきと働けるようメンタルヘルス対策を実施しており
ます。
管理職を対象としたインシビリティに関するセミナーでは、インシビリティが

身近な課題という理解が深まり、職場単位でのセミナーへ展開することができ
ました。
受講者からは職場全体で共通認識を持つことで環境改善につながるとの期
待が寄せられました。
またミニトマトを育てるプログラムでは社内コミュニケーションの増加、スト

レス緩和やリフレッシュにつながったなどの声が聞かれました。社員同士や家
族で同じ目標に向かって体験を共有することが大きな成果につながったと思
います。
メンタルヘルス対策としてさまざまなアプローチで今後もワークエンゲイジメ

ントを高められるような施策を提供していきたいと思います。

社員の声
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花王の取り組みへの評価
現在、臨床心理士、公認心理師として事業場外資源としてさまざまな企業のメンタル

ヘルス支援を行っていますが、メンタルヘルス対策は単一の施策で一朝一夕に効果が出
るものではないため、各施策の構造化と継続性が求められると考えています。花王のメ
ンタルヘルス支援に関しては、前職を含めますと20年以上関与しており、一貫して評価
すべき点は、早い段階からメンタルヘルスの重要性を認識し、外部との連携を図りつつ
も、事業場内スタッフが主体的に各施策を構造化し、PDCAサイクルを意識しながら継
続をしている点です。
2025年度の取り組みにおいては、次の3点で評価できると思われます。第一に前年度

に引き続き社員のセルフケア能力を高めるためのセルフケア研修5回を年間でプランニ
ング、実施した点です。実施にあたっては、ポジティブメンタルヘルスの知見を反映させ
た「セルフコンパッション」など、社員のメンタルヘルス向上のためにすぐに役立つ最新
の知見を事業場外専門家により提供しました。第二にメンタルヘルス対策会議にて、ここ
ろの健康づくりに携わる事業場内スタッフが一堂に会して、事業場内外における相談活
動の実績を共有するにとどまらず、社員のメンタルヘルスを支援していく際の事業場内ス
タッフの役割や連携など事例検討を通して対話を重ねていく時間を持ちました。第三に
花王での社外連携の取り組みと社会への発信です。「健康の日コンソーシアム」の実践を
コンソーシアム参加企業とともに、産業精神保健学会第32回大会のシンポジウムで発表
し、コンソーシアム参加企業以外の数多くの産業保健スタッフ、人事スタッフからの反響

がありました。このように、事業場内スタッフが事業場外資源を上手に活用しながら、着
実にメンタルヘルス対策を進めている点、そしてそれを一企業内にとどめるのではなく、
社外連携を通して、社会全体に波及させる取り組みをしている点について評価できると
思われます。

花王への期待
社員の健康づくり、特にメンタルヘルスにおいては、間違いなくトップランナーである
花王だからこそ、社会の変化に対応しつつもメンタルヘルス支援の実践を地道に積み上
げていく必要があります。そのためには、事業場内スタッフに対しての継続的な支援と教
育、事業場内スタッフ間の対話の機会が必要と思われます。また、今後さらに積極的に
花王の取り組みを社会に発信することにより、日本社会全体のメンタルヘルスのPDCA
サイクルを回していくリーダーとなっていただけることを期待しています。

社外ステークホルダーからの期待と提言

大庭 さよ 氏
メンタルサポート＆コンサル東京合同会社
代表社員
公認心理師/臨床心理士/キャリアコンサルタント

企業内の実践にとどまらない花王のメンタルヘルス支援への期待
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社員の健康増進と安全（安全）

リスク​

● �重篤災害や業務上疾病
による操業停止や企業
価値の毀損

● �労働災害に起因する​
法的問題や訴訟リスク

財務インパクト

● �労働生産性の向上と​
労務費の低減

● �医療費の適正化

戦略

労
働
安
全
衛
生

① 労働災害の撲滅

② 業務上交通事故の防止

③ 快適な職場環境の形成

④ �場内協力会社の労働安全​
衛生の推進

活動実績

�休業無災害表彰制度による​
安全意識の向上 ①

グローバルで安全スローガンを
共有 ①

化学物質のリスクアセスメント
③

社員の快適な職場環境 ③

指標 目標 実績（2025年）

休業災害度数率​
（100万時間あたり） ①

0.15
2030年

 0.68

死亡・機能損失災害 ①
0人
毎年

0

休業無災害表彰拠点率 ① ー 30%

業務上交通事故​
過失100％人身事故件数 ② 

0件
2030年

0

機会

● �安全・安心な職場環境
による社員・職場の​
活性化と人財定着による​
レジリエンス向上

環境・社会インパクト

● �社員とその家族、協力会社、
社会の健康でこころ豊か
な暮らしへの貢献

場内協力会社を含む花王で働くすべての人々が安全・安心に働けるよう、労働安全衛生管理を徹底しています。
事業活動に伴う事故や災害から社員を守り、社員活力の最大化と事業活動の安定につなげます。

※ 指標と目標、取り組みの末尾の番号は戦略番号を示しております。

リスク

機会

戦略 取り組み 財務インパクト

環境・社会インパクト

指標と目標　実績

GRI 403-6
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 戦略​
特定されたリスクと機会への対応として、花王は以下の戦略を策定しています。ISOマネジメ

ントシステムの導入などによる職場環境の改善や場内協力会社を含む包括的なアプローチと、
グローバルで蓄積した労働安全衛生管理のノウハウを統合しつつ、各工場が自律的に管理する
仕組みによって、社員が安心して働ける安全な労働環境を構築しています。これにより、中期経
営計画「K27」で掲げる「社員活力の最大化」を力強く支えます。

① 労働災害の撲滅
社員の業務特性に応じた的確なアプローチによって、現場ごとのリスク要因を特定し、事前予
防を徹底するとともに、労働災害の撲滅を目指す。
生活型災害の減少に向け、発生原因の詳細な解析および対策のアプローチの徹底と有効性レ

ビューを実施する。併せて部門間における削減活動の水平展開を推進・活性化し、予防措置を
講じる。

② 業務上交通事故の防止
交通安全教育などを通じた社員の意識向上と安全な移動環境の整備を進め、業務上交通事
故リスクを低減する。

③ 快適な職場環境の形成
各国・地域の作業環境基準や法令を順守し、作業環境管理や化学物質のリスクアセスメント

を行うことで、全社的な職場環境の改善を図り、社員が安心して快適に働ける職場環境を形成
する。

④ 場内協力会社の労働安全衛生の推進
花王の労働安全衛生基準を場内協力会社にも適用し、自社の社員のみならず花王で働くすべ

ての人々の労働安全衛生を推進する。場内協力会社も包含する包括的なアプローチによって、
安全で持続可能なサプライチェーンを形成する。

戦略
「社員の健康増進と安全（安全）」のリスク低減と機会創出に向け、花王らしく、実効性があり、
事業成長と社会課題解決に貢献する戦略を実行しています。

 社会課題​
花王が持続可能で競争力のある存在であり続けるためには、社会課題の正確な認識が不可欠

です。社会課題の認識は、花王の事業上のリスクを軽減すると同時に、成長を促す新たな事業
機会を見いだすための重要な起点となります。花王は本テーマに関する社会課題を以下のよう
に認識しています。

 リスクと機会​
上記のような社会課題を含む事業環境において、花王はさまざまなリスクに直面する一方で、
新たな事業機会も見いだしています。リスクと機会の特定は、企業戦略や施策を策定するうえで
重要なプロセスです。花王が本テーマにおいて特定した主要なリスクと機会は以下のとおりです。

● �労働環境の不備による労働災害や事故の発生
● �高齢化に伴う社員の健康問題や労働災害の増加
● �日常生活で起こりうる歩行時の転倒や腰痛などの動作反動における労働災害の増加
● �投資家や行政による人財活性化への注目の高まり

リスク
● �重篤災害や業務上疾病による操業停止や企業価値の毀損
● �労働災害に起因する法的問題や訴訟リスク

機会
● �安全・安心な職場環境による社員・職場の活性化と人財定着によるレジリエンス向上

関連する取り組み: P297  休業無災害表彰制度による安全意識の向上、P298  グローバルで安全スローガンを共有

関連する取り組み: �P297  休業無災害表彰制度による安全意識の向上、P298  グローバルで安全スローガンを共有、 

P299  化学物質のリスクアセスメント、P299  社員の快適な職場環境

関連する取り組み: P298  グローバルで安全スローガンを共有
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戦略のレジリエンス
安全で快適な作業環境を整備する取り組みを推進し、社員の高齢化による健康リスクや安全

リスクの増加に備えています。これらの戦略により、社員の活力を維持しつつ、労働災害や疾病
リスクを最小化し、事業継続と企業価値の維持を可能にしています。

指標と目標
戦略の実効性を高めるため、リスクや機会に関するパフォーマンス指標を設け、定期的に進捗
状況をモニタリングしています。特に重要なリスク・機会に関連する指標には目標を定め、その
達成状況を確認することでPDCAサイクルを通じた改善を重ね、取り組みを着実に推進してい
ます。

休業無災害の継続により表彰対象となる拠点数の拡大を目指していますが、2025年時点では
約30%にとどまり、拠点間のばらつきも見られています。この背景には、拠点ごとのリスク特性
や再発防止の徹底度合いの差に加え、一部拠点における災害発生が継続して発生していること
が阻害要因であると認識しています。今後は、無災害継続拠点の取り組みの横展開と、発生拠点
における原因分析・是正措置の徹底を進め、定量的なモニタリングを通じて改善を図ります。

労働安全については、2030年にグローバルでトップレベルとなることを目標に、バックキャス
トで指標を設定しています。2025年は、死亡・機能損失災害についてはゼロを維持した一方、
休業災害度数率および全災害度数率は目標未達となりました。近年は災害度数率に一時的な悪
化傾向も見られ、2025年は改善したものの、依然として目標水準には達していない状況です。
この背景として、発生件数の約半数を占める転倒や動作反動などの生活型災害の発生があ

り、段差の解消や視認性の向上などの設備対応のほか、作業姿勢の見直し、筋力維持を目的と
したロコモティブシンドロームの予防の取り組みを推進しています。
これを踏まえ、2025年に労働安全目標の妥当性を再評価しました。見直しにあたっては、リ
スク構造の変化や職域別の目標設定などを踏まえ、より実効性の高い改善管理を行う観点から
指標体系を再整理しています。
今後は、休業災害度数率の改善に向け、発生件数の多い転倒や動作反動リスクの低減に向け

て段差解消や作業動線の見直し、転倒・動作反動リスクの教育など、設備・管理両面の対策を
優先的に進めます。教育・訓練についてはこれらを補完する位置づけで実施します。あわせて、
再発防止対策の履行、是正措置完了率などの進捗を定量的にモニタリングしています。これら
の状況はレスポンシブル・ケア推進委員会において定期的に確認し、必要な是正措置を迅速に
講じることで、継続的な改善を図っていきます。

 指標と実績

戦略 指標
実績

2022年 2023年 2024年 2025年

① 休業無災害表彰拠点率 33％ 35％ 31％ 30％

戦略の実践により生み出されるインパクト
前述の戦略により、財務面および環境・社会面で、次のようなインパクトを創出できると考え

ています。

財務インパクト
● ��労働生産性の向上と労務費の低減
● ��医療費の適正化

環境・社会インパクト​
● ��社員とその家族、協力会社、社会の健康でこころ豊かな暮らしへの貢献

 目標と進捗

戦略 指標
実績 中長期目標

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

① 休業災害度数率​
（100万時間あたり） 0.65 0.65 0.71 0.83 0.68 0.15 2030
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項目 指標 対象
2022年 2023年 2024年 2025年

実績 実績 実績 目標 実績

労働
災害

死亡、機能
損失災害※1

（人）

社員＋派遣社員
（花王グループ） 1 0 0 0 0 

内訳

日本 1 0 0 － 0

アジア 0 0 0 － 0

米州 0 0 0 － 0

欧州 0 0 0 － 0

協力会社（花王グループ） 0 0 0 0 0  

内訳

日本 0 0 0 － 0

アジア 0 0 0 － 0

米州 0 0 0 － 0

欧州 0 0 0 － 0

休業災害度
数率※2

社員＋派遣社員​
（花王グループ） 0.65 0.71 0.83 0.57以下 0.68 

内訳

日本 0.51 0.58 0.63 － 0.46

アジア 0.33 0.27 0.20 － 0.51

米州 1.91 2.49 3.24 － 1.62

欧州 2.26 2.25 2.75 － 2.50
参考： 日本化学工業協会
加盟会社　社員＋派遣社員 0.43 0.47 0.47 － －

協力会社（花王グループ） 0.77 0.63 0.47 0.26以下 0.58 

内訳

日本 1.28 0.80 0.63 － 0.71

アジア 0.12 0.29 0.00 － 0.23

米州 6.20 3.11 1.93 － 1.81

欧州 3.57 1.18 5.27 － 3.07
参考： 日本化学工業協会
加盟会社　協力会社 0.60 0.73 0.85 － －

※1 �機能損失災害： 負傷が治った時に障がい（障害等級5級以上）が残る災害
※2 �休業災害度数率：100万のべ実労働時間あたりの労働災害による死傷者数（休業1日以上および身体の一部または機能を失ったもの）

※3 �全災害度数率：100万のべ実労働時間あたりの労働災害によるすべての被災者数（不休業災害を含む）
※4 �強度率：損失日数／のべ実労働時間×1000
※5 �過失0％以外百台率：過失0％以外の交通事故件数（件）／保有車両台数（台）×100

2025年目標と実績（花王グループ）

項目 指標 対象
2022年 2023年 2024年 2025年

実績 実績 実績 目標 実績

労働
災害

全災害
度数率※3

社員＋派遣社員​
（花王グループ） 1.75 1.82 2.09 1.47以下 2.26

内訳

日本 1.84 1.89 2.13 － 2.33
アジア 0.65 0.61 0.47 － 0.66
米州 3.19 2.49 4.57 － 3.88
欧州 3.20 2.25 4.90 － 4.80

協力会社（花王グループ） 1.39 1.41 1.20 0.67以下 1.45

内訳

日本 2.85 2.60 1.88 － 2.03
アジア 0.18 0.44 0.41 － 0.86
米州 6.20 4.66 1.93 － 1.81
欧州 4.76 1.18 5.27 － 3.07

強度率※4

社員＋派遣社員​
（花王グループ） 0.11 0.02 0.02 － 0.02

内訳

日本 0.15 0.01 0.01 － 0.01 
アジア 0.00 0.00 0.00 － 0.00
米州 0.07 0.10 0.06 － 0.06
欧州 0.03 0.08 0.09 － 0.06

参考：日本化学工業協会
加盟会社　社員＋派遣社員 0.07 0.04 0.05 － －

協力会社（花王グループ） 0.02 0.02 0.02 － 0.02 

内訳

日本 0.04 0.03 0.04 － 0.04 
アジア 0.00 0.01 0.00 － 0.01
米州 0.08 0.02 0.02 － 0.01
欧州 0.26 0.01 0.05 － 0.03

参考：日本化学工業協会
加盟会社　協力会社 0.04 0.22 0.19 － －

業務上疾病
による休業
者数（人）

社員＋派遣社員​
（花王グループ） 0 0 2 0 0 

内訳

日本 0 0 1 － 0 
アジア 0 0 0 － 0 
米州 0 0 0 － 0 
欧州 0 0 1 － 0 

交通
事故

過失100％人身事故（件）
販売・配送（日本）

5 3 4 0 0
過失0％以外百台率※5 5.01 5.90 5.60 5.0以下 3.72 
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2026年の目標（花王グループ）
2030年にグローバルでトップレベルの労働安全衛生を満たす企業となるため、事故・災害

の発生防止に努める目標を立て、そこからバックキャスティングした事故・災害防止目標のもと
で活動します。なお、労働災害、交通事故の目標値は実績を踏まえて2025年に見直しを行いま
した。また、交通事故の目標は日本のみです。

項目 対象 指標 2026年目標

労働災害

社員・派遣社員

死亡、機能損失災害※1（人） ゼロ

休業災害度数率※2 0.49以下

全災害度数率※3 1.26以下

協力会社社員

死亡、機能損失災害※1（人） ゼロ

休業災害度数率※2 0.23以下

全災害度数率※3 0.61以下

社員・派遣社員 業務上疾病による休業者数（人） ゼロ

交通事故 販売・配送
過失100％人身事故（件） ゼロ

過失0％以外百台率※4 4.5以下

※1 機能損失災害： 負傷が治った時に障がい（障害等級5級以上）が残る災害
※2 休業災害度数率： 100万のべ実労働時間あたりの労働災害による死傷者数（休業1日以上および身体の一部または機能を失ったもの）
※3 全災害度数率：100万のべ実労働時間あたりの労働災害によるすべての被災者数（不休業災害を含む）
※4 過失0％以外百台率：過失0％以外の交通事故件数（件）／保有車両台数（台）×100

ガバナンス

リスク・機会管理

取締役会の監督のもと、経営企画部門を主管とし、統括上席執行役員が労働安全の責任を
担っています。経営企画部門を統括する執行役員を委員長とする「レスポンシブル・ケア推進委
員会」において、安全方針の策定、次年度の計画立案、実績評価および改善策を審議し、その内
容は内部統制委員会および取締役会に報告されます。重要な課題については経営レベルで進捗
を継続的にモニタリングし、是正措置の実行を徹底することで、全社的な改善につなげています。

 方針
花王では「社員の健康増進と安全（安全）」の実行にあたり、日々の業務や意思決定のガイド

ラインとして次の方針を策定しています。詳細はウェブサイトをご覧ください。

 管理プロセス
「社員の健康増進と安全（安全）」におけるリスク・機会に対する取り組み状況については、下
記のとおり計画策定、活動実施、活動結果評価、是正のプロセスで管理し、着実な改善を図って
います。
なお、これらの取り組みは、レスポンシブル・ケア活動の一環として実施しています。

P（計画策定）
レスポンシブル・ケア活動：前年実施報告／当年計画

D（活動実施）
具体的な取り組み（P297～299）をご覧ください。

C（活動結果評価）
レスポンシブル・ケア事務局監督（8月）、自己点検（7月、12月）、
レスポンシブル・ケア推進委員会（9月）

A（是正）
自己点検（11月）、部門目標審議（12月）

・�環境・安全の基本理念と基本方針 
https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/environment-safety-policy/

・�花王レスポンシブル・ケア方針 
https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/responsible-care-policy/

レスポンシブル・ケア活動
https://www.kao.com/content/dam/sites/kao/www-kao-com/jp/ja/corporate/sustainability/pdf/our_foudations2025-02.pdf 

レスポンシブル・ケア活動 
https://www.kao.com/content/dam/sites/kao/www-kao-com/jp/ja/corporate/sustainability/pdf/our_foudations2025-02.pdf
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 取り組み
花王では、社員の安全に向けたさまざまな取り組みを行っています。これらの取り組みは、前
述の戦略に基づいており、互いに連携しながら、目標の達成に向けて推進されています。ここで
は、数ある取り組みの中から重要なものについてご紹介します。

戦略 取り組み

労働
安全
衛生

① 労働災害の撲滅 休業無災害表彰制度に​
よる安全意識の向上

グローバルで安全​
スローガンを共有

労働災害を削減する
ための販売会社との
定例打ち合わせ

② �業務上交通事故の防止 交通安全教育

業務上交通事故を​
災害を削減するため
の販売会社との定例
打ち合わせ

③ �快適な職場環境の形成 化学物質のリスク​
アセスメント 安全衛生委員会

④ �場内協力会社の​
労働安全衛生の推進 場内協力会社への表彰 場内協力会社との​

定期打ち合わせ

花王は、社員の安全意識を高め、職場での労働災害を防止するため、休業無災
害表彰制度を導入しています。
2016年には、本制度の対象を国内工場から海外工場へと拡大しました。また、
2021年には、労働災害の発生が多い国内の販売会社およびロジスティクス会社
を対象に加え、安全表彰制度（休業無災害表彰、交通安全表彰）を開始するなど、
取り組みを強化しています。
2025年には、国内の2工場、海外の7工場、およびロジスティクスの10拠点、
販売会社の1拠点が、無災害継続の実績を認められ、表彰を受けました。一方で、
全工場拠点（33拠点）のうち、無災害を3年以上継続している拠点は、2025年
末時点で10拠点と半数に満たず、さらに10年以上無災害を継続している拠点は
ありませんでした。これらの課題を踏まえ、本活動の推進を通じて、さらなる安全
意識の向上を図っていきます。

休業無災害表彰制度による
安全意識の向上

地域：グローバル

対応する戦略： ①

表彰基準

ステージ
工場 販売・ロジ　無災害継続年数

無災害継続年数 無災害継続時間 100人以上 100人未満

6 25 3,000万時間 25 ー

5 15 1,830万時間 15 ー

4 10 1,220万時間 10 25

3 7 810万時間 7 15

2 5 540万時間 5 10

1 3 ー 3 5
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休業無災害表彰（工場、2025年）

ステージ 社名・工場名 国

4 花王葫芦島 中国

3
花王コリンズ アメリカ

花王インドネシア化学 インドネシア

2 すみだ事業場 日本

1

ピリピナス花王 フィリピン

花王台湾 台湾

花王製紙富士 日本

上海花王 中国

モルトンブラウン イギリス

休業無災害表彰（販売・ロジ会社、2025年）

ステージ 拠点名 会社

4（10年） 愛甲C
花王ロジスティクス

3（7年）
厚木南C

茅場町・すみだ事業場 花王グループカスタマーマーケティング

2（10年）

新潟LC

花王ロジスティクス

福岡LC

仙台南LC

いわき南C

2（5年）
厚木LC

猿ヶ島C

1（5年） 鹿児島LC

1（3年） 石狩LC

花王は、グローバルにおける安全
意識の向上を目的として、社長を起
用した安全ポスターを2017年より
制作し、安全スローガンを海外拠点
の現地語に翻訳したうえで、国内・
海外の拠点に展開しています。
2018年からは、社員が主体的に
安全活動への意識を高める仕組みと
して、安全ポスターの標語をグロー
バルで募集し、選定する形式を導入
しました。2025年には、花王インド
ネシア化学が提案した標語が最優秀
賞として選ばれ、この標語を使用し
た安全ポスターを日本国内および海
外の関係会社に配布・掲示しました。
今後も引き続きグローバル規模で

の安全意識向上に向けた活動を推
進し、全社員が一丸となって「安全」
を最優先に考える企業風土を醸成し
ていきます。

社長が登場する安全ポスターを12カ国語で展開
（左上から時計回りに日本語、英語、中国語（簡体）、タイ語）

グローバルで
安全スローガンを共有

地域：グローバル

対応する戦略：①
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花王の生産工場では、多種多様な化学物質を取り扱っており、人体への影響や自然環
境への汚染といったリスクが生じる可能性はゼロではありません。そのため、花王では化
学物質が人や環境に与える影響を評価し、リスクを最小限に抑えるための対策を講じて
います。
工場内で設備の増改築や原料の変更を行う際には、事前に化学物質の影響を評価

するプロセスを設けており、これらの取り組みは国際的な化学物質管理の枠組みであ
るGFC（Global Framework on Chemicals- For a Planet Free of Harm from 
Chemicals and Waste）の方針に基づいて実施しています。
これらの取り組みを通じて、労働災害の撲滅と環境負荷の軽減の実現を目指していま
す。今後は、リスクアセスメントの対象物質の拡大にも取り組み、より高い安全性の確保
と環境保全に努めていきます。

花王は、すべての職場が社員にとって快適で、安心して働ける環境となるよう取
り組んでいます。各国の作業環境基準や関連法令を確実に順守するため、定期的
に作業環境の測定を行うとともに、職場環境の改善や維持管理を徹底しています。
これらの活動は、社員の健康と安全を守
るだけでなく、労働災害の削減にもつな
がっています。今後も継続的に法令順守
の強化や環境管理プロセスの見直しを行
い、職場環境のさらなる改善を図っていき
ます。

社員の快適な職場環境
地域：グローバル

対応する戦略：③

 P301  Our Progress > 責任ある化学物質管理

協力会社との定期的な安全パトロールを実施
（キミ花王、メキシコ）

化学物質のリスクアセスメント
地域：グローバル

対応する戦略：③
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社外ステークホルダーからの期待と提言

花王の取り組みへの評価
2023年度より、当研究室で開発・普及を進めている安全文化
診断（110問のアンケートにより現場の安全文化や安全管理の状
況を可視化する手法）を花王全社で展開いただいています。3年間
で国内の主要生産拠点・一部大規模物流拠点をカバーするととも
に、海外についてもアジア・米州の希望拠点で展開しています。診
断とあわせて、各拠点を回り現場メンバーとの対話を行っていま
す。2025年度は、米国およびメキシコの拠点を訪問し、診断結果
を基点とした現地スタッフとの意見交換を実施しました。
花王の現場は、地域の見学を積極的に受け入れていることも

あり、「見られる」「見せる」意識が高いと感じます。いつ子供た
ちが見学に来ても、きれいで安心できる現場でありつづけること
は、現場の皆様のモチベーションや誇りの源泉となると思います。
“Kirei”を掲げる企業として、安心して働ける現場づくりを継続さ
れている点を高く評価しています。
一方で、近年のものづくり現場における人材確保の難しさを考

えると、花王が魅力ある職場であり続けるためには、現場環境の更
なる改善を続けることも重要です。安全文化診断を拠点間の共通

言語・共通基盤として活用し、相互学習を進めていると伺っていま
す。こうした取り組みを通じ、より強固で持続的な安全文化が形成
されることを期待しています。

花王への期待
2024年度には、安全文化診断を活用する企業のネットワークと

して「安全文化診断コンソーシアム」を立ち上げ、花王にも参加い
ただいています。これからの安全づくりにおいては、異業種を含む
他社からの学びや、共通課題を企業間で協力して解決していく姿
勢が欠かせません。
加えて、花王社内においても、拠点同士が相互に学び合う仕組

みの強化が望まれます。特に、地域特性の異なる海外拠点を含め
た取り組みや、拠点間の実践事例・知見の横展開は、全社的な安
全文化の水準向上に寄与するものと考えます。
コンソーシアムやその他の場を通じて、花王がこれまで培ってき
た知見を積極的に社外へ発信するとともに、社外の経験や知恵を
柔軟に取り込み、より良い安全文化の確立に引き続き貢献されるこ
とを期待しています。

東瀬 朗 氏
新潟大学　社会連携推進機構　産業安全文化協創センター
副センター長・教授

安全文化診断を通した安全文化醸成 
―社外と連携した安全づくり―
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